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芦
屋
町
は
福
岡
県
の
北
端
に
位
置
し
、

町
の
ほ
ぼ
中
央
を
一
級
河
川
の
遠
賀
川

お
ん
が
が
わ

が

流
れ
て
い
ま
す
。
芦
屋
町
の
特
性
は
、
美

し
く
豊
か
な
自
然
で
す
。
特
に
玄
海
国
定

公
園
を
望
む
海
岸
線
は
、
県
の
天
然
記
念

物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
ハ
マ
ユ
ウ
の
群

生
地
を
は
じ
め
、
迫
力
あ
る
奇
岩
が
見
事

な
荒
々
し
い
岩
場
や
、
白
い
砂
浜
な
ど
変

化
に
富
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
芦
屋
町
の

魅
力
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

九
州
北
部
を
代
表
す
る
イ
ベ　
ン
ト

「
砂
浜
の
美
術
展
」　

「
白
砂
青
松
」
を
誇
る
広
大
な
芦
屋
海

岸
の
砂
を
活
用
し
て
、
毎
年
八
月
下
旬

に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
土
台
づ
く

り
か
ら
始
ま
り
、
約
一
ヵ
月
を
費
や
し
て
、

高
さ
八
メ
ー
ト
ル
の
メ
イ
ン
砂
像
を
中
心

に
、
三
十
数
基
の
精
巧
な
砂
の
彫
刻
が

「
北
九
州
の
湘
南
海
岸
」
と
呼
ば
れ
る
芦
屋

の
浜
に
出
現
し
ま
す
。

夜
に
は
砂
像
群
が
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
、
音
楽
に
合
わ
せ
た

レ
ー
ザ
ー
光
線
と
特
殊
花
火
の

シ
ョ
ー
が
、
幻
想
的
で
魅
惑
的

な
空
間
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

五
日
間
の
期
間
中
は
、
県
内
外

か
ら
訪
れ
る
の
べ
十
二
万
人
の

観
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

茶
の
心
を
肌
で
感
じ
る

「
芦
屋
釜
の
里
」

茶
の
湯
釜
と
し
て
名
高
い
芦

屋
釜
は
、
国
の
重
要
文
化
財
で

す
。
よ
り
薄
く
、
実
用
的
に
作

ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

優
雅
な
姿
や
文
様
に
も
定
評
が

あ
り
、
室
町
時
代
に
は
名
品
と

し
て
一
世
を
風
靡
し
ま
し
た
が
、

桃
山
時
代
以
降
は
途
絶
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
優
れ
た
技

術
で
制
作
さ
れ
た

芦
屋
釜
を
現
代
に

復
興
さ
せ
よ
う
と
建

設
さ
れ
た
の
が
芦
屋

釜
の
里
で
す
。

長
屋
門
を
く
ぐ

り
抜
け
た
園
内
に

は
、
約
三
千
坪
の

日
本
庭
園
が
広
が

り
、
四
季
折
々
の
花
と
緑
の
中
、
点
在
す

る
茶
室
や
資
料
館
、
工
房
を
め
ぐ
っ
て
茶

の
心
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
料
館
に
は
室
町
時
代
の
芦
屋
釜
の
ほ

か
、
四
百
年
ぶ
り
に
復
元
さ
れ
た
平
成
の

芦
屋
釜
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

芦
屋
の
伝
統
文
化
「
八
朔
の
節
句
」

芦
屋
町
に
は
、
九
月
一
日
（
旧
暦
の
八

月
朔
日
）
を
八
朔
の
節
句
と
し
て
祝
う
風

習
が
あ
り
ま
す
。
初
節
句
を
迎
え
る
男
の

子
の
家
で
は
八
朔
の
馬
（
わ
ら
馬
）
を
何

十
と
な
く
作
り
飾
っ
て
、
翌

朝
早
く
近
隣
の
子
供
た
ち
に

配
り
ま
す
。
古
事
に
な
ら
い
、

そ
の
子
が
馬
を
宮
廷
に
献
じ

ら
れ
る
ほ
ど
に
成
功
す
る
よ

う
祈
る
祭
り
で
、
約
三
百
年

前
か
ら
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

展
望
露
天
風
呂
が
魅
力
の

国
民
宿
舎　

「　
マ　
リ　
ン
テ
ラ　
ス
あ　
し
や
」　

魚
見
公
園
内
の
高
台
に
位

置
し
、
素
晴
ら
し
い
景
観
が

自
慢
の
国
民
宿
舎
「
マ
リ
ン

テ
ラ
ス
あ
し
や
」
で
は
、
地
元
の
玄
界
灘

で
獲
れ
た
「
あ
し
や
ん
い
か
」
な
ど
、
新

鮮
な
旬
の
素
材
を
使
っ
た
四
季
折
々
の
料

理
が
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
、
雄

大
な
風
景
を
目

の
前
に
、
潮
騒

を
聞
き
な
が
ら

入
浴
で
き
る
展

望
露
天
風
呂

は
、
水
平
線
に

沈
む
夕
陽
の
素

晴
ら
し
さ
と
と

も
に
、
利
用
者

に
大
変
好
評
で

す
。

マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や
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福
岡
県

芦
屋
町

■福岡県芦屋町役場　企画財政課企画係
◎電話　093-223-0881
◎URL http://www.town.ashiya.fukuoka.jp/

小　
さ　
く　
て　
も　
キ　
ラ　
リ　
と　
光　
る　
ま　
ち　「
芦
屋
町
」　

砂浜の美術展

は

っ

さ

く

八朔の節句

岐
阜
県

串
原
村
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大
好
評
！

日
本　
で　
こ　
こ　
だ　
け　
の　
二
大
珍
味

宮
城
県

加
美
町

■宮城県加美町役場　商工観光課
◎電話　0229-63-6000
◎URL http://www.town.kami.miyagi.jp/

加
美
町
（
平
成
十
五
年
四
月
一
日

に
旧
中
新
田
町
・
旧
小
野
田
町
・
旧

宮
崎
町
の
三
町
が
合
併
）
の
地
場
産

品
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環

境
、
そ
し
て
純
朴
な
人
々
の
思
い
に

育
ま
れ
、
ま
や
か
し
の
な
い
本
物
の

味
わ
い
に
満
ち
て
い
ま
す
。
鳴
瀬
川

で
獲
れ
る
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
、
ア
ユ
。

う
ま
い
米
と
水
、
そ
し
て
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
た
技
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
る

日
本
酒
。
深
い
緑
と
清
ら
か
な
水
の

ま
ち
加
美
な
ら
で
は
の
、
自
慢
の
味

で
す
。

町
内
に
は
、
古
く
か
ら
「
真
鶴
」、

「
わ
し
が
國
」、「
鳴
瀬

川
」
を
醸
造
す
る
三
軒

の
造
り
酒
屋
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店

が
、
真
鶴
原
酒
、
瞑
想

水
、
夢
幻
な
ど
独
自
の

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
薬
莱
高

原
で
は
、
地
ビ
ー
ル

「
や
く
ら
い
ビ
ー
ル
」

が
醸
造
さ
れ
、
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
す
。

中山太鼓とトマト大福

酒造り

■岐阜県串原村役場　総務課企画係
◎電話　0573-52-2111
◎URL http://www.vill.kushihara.gifu.jp/

串
原
村
は
平
成
十
四
年
七
月
七
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
く
し
は
ら
温
泉

さ
さ
ゆ
り
の
湯
」
を
中
心
に
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
温
泉
に
隣
接
す
る

「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
に
オ
ー

プ
ン
以
来
二
つ
の
特
産
品
が
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
の
名
も
「
ト
マ
ト
大
福
」

と
「
中
山
太
鼓
」。

ト　
マ
ト
大
福
は
ミ　
ニ　
ト　
マ
ト
を
白

あ
ん　
で
く
る
ん
だ
大
福
で
、　
ト　
マ
ト
の

酸
味
と
あ
ん　
の
甘
味
の
意
外
に
さ　
っ　
ぱ

り
と
し
た
味
わ　
い
が
好
評
と
な
り　
、　
平

成
十
六
年
三
月
末
日
ま　
で　
に
八
万
個　

（
一
日
平
均
二
百
個
）　の
販
売
を
達
成

し
ま
し
た
。　

ま
た
、
中
山
太
鼓
は
地
元
の
伝
統

芸
能
「
中
山

太
鼓
（
岐
阜

県
重
要
無
形

民
俗
文
化

財
）
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し

た
ど
ら
焼

で
、
中
に
は

特
製
さ
つ
ま

い
も
ク
リ
ー
ム

が
入
っ
て
い
ま
す
。

田
舎
の
良
さ
と
太
鼓
の

力
強
さ
を
感
じ
る
お
菓
子
で
こ
ち
ら

も
大
好
評
発
売
中
で
す
。

こ
の
二
大
珍
味
は
い
ず
れ
も
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
職
員
で
あ
る

堀
喜
子
さ
ん
が
村
の
特
産

品
を
利
用
し
た
名
物
を
と

考
え
誕
生
し
ま
し
た
。

く
し
は
ら
温
泉
さ
さ
ゆ

り
の
湯
、
三
百
円
で
一
日

楽
し
め
る
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
、
さ
ら
に
特
産
品
の
販

売
が
相
乗
効
果
を
も
た
ら

し
、
地
域
活
性
化
が
進
み

ま
し
た
。

村の特産品を生み出した堀喜子さん

やくらいビール

芦屋釜


